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（

資

料

） 

天
保
十
二
年
「
西
国
順
礼
万
日
記
」
（

藍

地

区

前

田

氏

所

蔵

） 
凡

例 
○

用

字

は

常

用

漢

字

を

原

則

と

し

、

変

態

仮

名

の

類

も

一

部

を

除

き

常

用

の

字

体

と

し

た

。 

○

破

損

な

ど

に

よ

り

解

読

不

能

の

文

字

は

□

で

示

し

た

。

な

お

字

数

が

不

明

の

場

合

は[    ]
で

示

し

た

。 

○

字

句

の

訂

正

や

挿

入

は

、

原

則

と

し

て

修

正

の

結

果

の

み

を

示

し

た

。 

○

本

文

中

に

ま

ま

み

ら

れ

る

鉛

筆

に

よ

る

加

筆

は

す

べ

て

省

略

し

た

。 

○

校

訂

者

の

案

に

よ

り

適

宜

読

点

を

施

し

た

。 

○

校

訂

者

に

よ

る

注

記

は

（ 

）

で

示

し

た

。 

○

翻

刻

・

校

訂

は

生

涯

学

習

課

市

史

編

さ

ん

担

当

で

分

担

し

た

。 
 

（

表

紙

） 

「

辛 天

保

十

二

年 

丑

七

月

廿

日

立

、

丹

後

成

相

打

初 
 

 

八

月

廿

日

下

向

、

播

磨

清

水

ニ
て

休 
 

 
 

花

山

院

へ

寅

三

月

廿

八

日

参

り 

法

花

山

書
写

各

寺

へ
同

十

五

年

辰

七

月

廿

一

日

立

廿

四

日

下

向 

西

国 

万

日

記 

順

礼 

摂

州

有

馬

郡

大

川

瀬

湯

谷 

願

主

甚

五

郎 

大

川

セ

京

蔵

、

孫

蔵 

同

行 

東

向

与

右

衛

門 

観[

（

世

音

カ

） ]

□(

留

ヵ)

三

郎

、
秀

前 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 

万

日

記 

当

地

よ

り 
 

小

峠

壱

ツ

有

、

日

出

坂

峠

と

い
ふ

也 

古

市

へ

三

り

、

此

間

峠

壱

ツ

有 

古

市

よ

り

を

い

れ(

追

入)

へ

三

り

半

、

此

間

平

地

也 

あ

げ

の

川

有

、

は

し

ち

ん

弐

文 

を

い

れ

よ

り

国

領

へ

壱

り

半
国

領

峠

有

下

り

坂
上

り

下

り

壱

り

程

有

、
こ

と

の

外

き

つ

い

坂

也 

峠

ニ

地

蔵

堂

有 

廿

日

朝

ゆ

ふ

た
ち

致

天

気

成

也 

朝

万

事

こ

し

ら

へ

を

致

五

ツ

立

、

日

出

坂

へ

寄

休

、

同

所

峠

ニ

て

同

行

打

揃 

古

市
中

程

右

か

わ 

一

中

食 

住

屋

治

兵

衛 
 

 

さ

い

代

八

文 
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古

市

よ

り

二

り

程

行

道

辻

ニ

て

小

休

致 

休

を

い

れ

吉

の

や

、

此

家

ハ

札

場

之

ま

へ 
 

酒

代

廿

文 

今

日

道

法

八

り

也 
宿

へ 

早

六

ツ

附 
丹

州

氷

上

郡

国

領 

一

泊

り 

上

宿 
角

屋

善

助 
 

札

場

之

角

之

家

、

此

所

宿

や

す

く

な

き

所

也 
 

き

ち

ん

五

十

文 
 

米

八

十

五

文

か

へ 
 

五

十

壱

文

米

代

割 

廿

一

日

朝

七

ツ

半

過

立

、

天

気

よ
ろ

し

く 

国

領

よ

り

福

知

山

へ

五

り
此

間

平

地

也

、

小

坂

壱

ツ

有

、

小

川

二

ツ

有 

は

し

有 

壱

り

余

り

行

宿

や

有

、

を

ふ

た(

マ

マ)
村

、

次

ニ

梶

原

村 

休

二

ツ

目

へ

川

を

こ

へ

右

か

わ

の

次

の

家 

一

中

食 

福

知

山

本

町

三

丁

目

広
こ

ふ

じ 

ニ

の

り

ニ 

船

場

行

右

之

角

屋 

福

知

山

よ

り

木

森(

河

守)

へ

三

り

此

間

下

り

船

道

、

平

地

也 

壱

り

余

り

行
ち

と

せ

川

有

、

槇(

マ

マ)

村

迄

ふ

な

ち

ん

六

文 

木

森

よ

り

外

宮

へ

半

り

、

外

宮

よ

り

内

宮

へ

半

り

余

り

、

内

宮

よ

り

中

の

茶

や

へ

壱

り

半 

此

間

道

あ

し

く 

中

の

茶

や

よ

り

か

ん

と

う

茶

屋

へ

壱

り 

ふ

こ

ふ(

普

甲)

峠

有

、

上

り

半

り

下

り

半

り

此

峠

よ

り

海

見

ゆ

る

也 

休

こ

ふ

も

り(

河

守)

、

船

上

り

場

ふ

ち

の

う

へ

道

辻

ニ

て 

一

外

宮

様

へ

八

ツ

時

ニ

参

り 

宮

津

領

道

へ

ト 

休

内

宮

へ

別

れ

道

の

ね

き

、

角

屋

要

助 

せ

ん

め

し

十

二

文

、

こ

れ

よ

り

少

々

坂

有 

一

内

宮

様

へ

八

ツ

時

過

ニ

参

り
是

よ

り

下

坂

有

、

又

ハ

上

り

坂

も

有

又

ハ

下

り

坂

も

有 

休

中

の

茶

屋

栗

田

や

長

治 

酒

代

九

文 

七

ツ

半

過

ニ

宿

を

取 

今

日

道

法

十

壱

り

半 

丹

後

国

が

ん

と

う

茶

屋
入

口

右

か

わ 

一

泊

り 

中

宿 

中

茶

屋

喜

助 


